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０・はじめに 
 





































 グラフをまず GDB で保存します。グラフの表示画面から F1 を押し、2:Save Copy As…
を選択して（図 1）、ENTER キーを押します。すると SAVE COPY AS というウィンドウ
が開きます。 
 先頭の「Type」で保存形式を選択します。GDB と PIC の 2 種類があるわけですが、こ
こでは GDB を選択します。「Folder」は保存する場所です。ここは main のままで構いま
せん。最後の「Variable」には保存するファイル名を入力します。（図 2）。 
  
図 1 図 2 
ファイル名を入力してから ENTER キーを 2 度押せば保存されます。 




GDB ファイル クラス名＋出席番号＋g 例  f401g ,  b334g 





 グラフアートコンテストへの参加は、全部で 3 つのファイルの提出で行います。 
1. 提出用シートファイル 
2. GDB ファイル 
3. PIC ファイル 
 以上の３つです。 
まず総合情報処理センターの端末にログインします。グラフ電卓と PC を繋いだら、まず
TI-connect を立ち上げ、TI Device Explorer
を起動します。 





 これで GDB ファイルと PIC ファイルが、
グラフ電卓から PC へと移されました。 
 
次に提出用シートファイルを作成します。  
まず TI Screen Capture を立ち上げます。グラフ電卓側では PIC ファイルを開き、その





















 さて、共有フォルダ内の「グラフアート」フォルダ内には、先ほどの doc ファイルの他
に、「自由」「制限」の 2 つのフォルダがあります。提出する部門のフォルダを開きます。
使われている関数の数が 10 個以下ならば「制限部門」、11 個以上ならば「自由部門」です。 
 中には「シート」「GDB」「PIC」の 3 つのフォルダがあります。それぞれのフォルダに、















 このようなシステムが構築できているのは、全端末に TI-connect が導入されている福井
高専ならではだと思います。 
 今後もこのシステムを活用した数学教育について考えていきたいと思います。 
 
